
に
な
る
一
方
で
、
ヒ
ト
は
あ
ま
り
喉
が
乾

か
な
い
こ
と
や
春
休
み
・
G
W
で
学
校
給

食
が
な
い
た
め
消
費
が
少
な
く
な
り
、
生

乳
需
給
が
緩
和
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、

冬
休
み
で
学
校
給
食
が
な
い
上
、
お
正
月

に
は
あ
ま
り
家
庭
で
牛
乳
が
飲
ま
れ
ず
、

消
費
量
が
年
間
で
最
も
落
ち
込
む
時
期
の

た
め
、
生
乳
需
給
が
緩
和
し
ま
す
。

酪
農
乳
業
界
で
は
、
年
末
年
始
と
春
先

に
賞
味
期
限
の
長
い
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳

等
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
が
丹
精

込
め
て
搾
っ
た
生
乳
を
余
す
こ
と
な
く
需

給
調
整
し
て
い
ま
す
。
バ
タ
ー
不
足
以
降

取
り
組
ん
で
き
た
増
頭
対
策
が
功
を
奏

し
、
生
乳
生
産
量
は
よ
う
や
く
増
加
基
調

と
な
り
ま
し
た
。

牛
乳
・
乳
製
品
は
栄
養
や
吸
収
率
に
優

れ
た
食
品
で
あ
り
、
加
工
食
品
の
原
材
料

と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の

食
生
活
を
幅
広
く
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酪
農
は
耕
種
農
業
が
困
難
な
山

間
地
や
寒
冷
地
な
ど
の
条
件
不
利
な
地
域

で
も
、
営
農
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
草
地
利
用
や
林
間
放
牧
に
よ
る
土

地
利
用
、
荒
廃
農
地
の
有
効
利
用
、
雇
用

創
出
な
ど
、
日
本
の
国
土
の
保
全
と
里
山

の
美
的
環
境
の
維
持
、
地
域
の
活
性
化
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
牛
は
牧
草
や
食
品
の
製
造
過

程
で
発
生
す
る
副
産
物
な
ど
、
人
が
食
べ
る

こ
と
の
で
き
な
い
資
源
か
ら
食
料
を
生
産

し
、
牛
糞
は
た
い
肥
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
資
源
循
環
の
一
部
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
乳
は
例
年
、
春
先
と
年
末
年
始
に
需

給
が
緩
和
し
ま
す
。
春
先
は
牛
に
と
っ
て

快
適
な
気
候
の
た
め
、
生
乳
生
産
が
好
調

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
急
激
な
需

要
の
停
滞
に
よ
り
、
バ
タ
ー
等
を
作
る
工

場
の
受
け
入
れ
可
能
量
を
上
回
っ
て
生
乳

が
供
給
さ
れ
る
お
そ
れ
（
処
理
不
可
能
乳

の
発
生
）
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表

添
付
）

昨
年
来
、
飼
料
穀
物
、
肥
料
、
燃
油
等

の
生
産
資
材
価
格
が
高
騰
し
、
春
先
か
ら

の
急
速
な
円
安
の
進
行
が
重
な
り
、
酪
農

経
営
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
事
業
環
境
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
な

生
産
基
盤
の
維
持
・
確
保
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
乳
業
者

へ
の
影
響
も
大
き
く
、
物
流
や
製
造
な
ど

に
掛
か
る
コ
ス
ト
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

酪
農
乳
業
へ
の
理
解
醸
成
や
実
効
性
あ
る

消
費
拡
大
の
取
組
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

J
A
全
農
は
低
迷
す
る
需
要
を
喚
起

し
、
日
本
の
酪
農
を
応
援
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
２
つ
の
乳
飲
料
を

開
発
・
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
第
一
弾
と

し
て
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
、
第
二
弾
と
し
て
カ

フ
ェ
・
オ
レ
を
開
発
し
、
そ
の
ど
ち
ら
も

牛
乳
を
50
%
以
上
使
用
し
、
牛
乳
の
お
い

し
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。（
図
添
付
）

こ
の
度
、
第
三
弾
と
し
て
新
た
な
商
品

「
抹
茶
ミ
ル
ク
」
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

本
商
品
の
発
売
を
通
じ
て
、
牛
乳
の
消
費

拡
大
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
酪
農
生
産

基
盤
の
維
持
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

牛
乳
乳
製
品
需
給
と

そ
の
課
題

酪
農
が
果
た
す
役
割

新
商
品
の
紹
介

牛乳消費拡大の
取
り
組
み

酪
農
レ
ポ
ー
ト

年間平均

108.0
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104.0

102.0

100.0
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94.0

92.0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

（％）

105.0
104.0
103.0
102.0
101.0
100.0
99.0
98.0
97.0
96.0
95.0

（％）

年間平均

表1 飲用牛乳消費量の季節変動。年末年始の
 消費量が極めて低水準となる。

表2 生乳生産量の季節変動。春先に生乳生産が
 好調になる。

図 牛乳を50％以上使用している商品を開発
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